
                             平成 １ ９年  ７月 １ ０日 

        ヘルパーステーシ ョ ンだいと う  ケ アレポー ト   Ｎ ｏ １ １  

 

 

ヘルパーステーシ ョ ンだいと うのケ アレポー ト Ｎ ｏ １ １ をお届けし ます 。  

今回は褥瘡について考えてみました 。  

 

ヘルパーステーシ ョ ンだいと うの利用者 ２ １ ３人 （ ６月 ３ １日現在 ） の う ち 、 褥瘡発生

リ スクの高い （ 褥瘡がある 、 あるいはそのおそれがある ） 利用者は以下の通 り です 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

この う ち 、  

 

   現在 、 実際に褥瘡がある                    ６人 

   現在は無いが 、 過去にあった り 、 発生の リ スクが高い      １ １人 

   発生の リ スクは低いが 、 状況から可能性があ り経過観察中    １ ８人 

 

です 。  

 

発生原因の ト ッ プの機序と し ては 、 寝返 りがしに く い 、 でき ないなどによ り長時間 、 寝

具とやせて骨張った部分の間の組織に体圧が集中し ている事です 。  

その他の原因 、 あるいは発生後に悪化させる要因と し ては 、  

 

＊ Ａ Ｄ Ｌ が低下し て寝返 り など体動がしに く い 、 あるいはその介助が少ない 。  

＊ やせて骨張っ ている 。  

＊ 寝具や円座などの予防具が適切でない 。  

＊ 常に不潔で感染の原因にな りやすい 。  

＊ 湿気が多い （ おしめ交換が不適切等 ） 。  

 

が考えられます 。  

 

障 害 制 度   ５ 人

要 介 護 １   １ 人

要 介 護 ２   ２ 人

要 介 護 ３   ４ 人

要 介 護 ４  １ ０ 人

要 介 護 ５  1 ３ 人



ヘルパーステーシ ョ ンだいと うの利用者の方の う ち 、 介護度の低い方で先の表にカウン

ト されている方は 、 座位の時間が長 く 座面ク ッ シ ョ ンを利用されているか 、 末期がんなど

で急激に状態が悪化された方などです 。 一般的には介護度が高 く Ａ Ｄ Ｌ が低い程 リ スクが

高 く なっ ています 。  

 

褥瘡対策は褥瘡防止用防具のレンタルによる体圧分散が中心です 。  

その方の Ａ Ｄ Ｌ 、 病状の進行の具合 、 身体的状況などによっ て褥瘡予防具の選定を行い

ます 。 機器の選定は 、 ヘルパーステーシ ョ ン側から意見を申し出るこ と もあ り ますが 、 主

治医 、 訪問看護師 、 ケ アマネ ジャーなどを中心に行われます 。 ポイ ン ト と し ては 、  

 

＊ その用具の予防能力 

   エアーマ ッ ト 、 褥瘡予防マ ッ ト レスなど多 く の種類があ り ます 

   また 、 予防具の上に布団を敷 く と予防効果が減じ ます 

＊ ベ ッ ド上の Ａ Ｄ Ｌ の変化 

   利用者の状態によっ ては 、 ベ ッ ドからの立ち上が りがしに く く なるなど リ スク も

あるため 、 機器の選定には留意が必要 

＊ 部分予防具 （ 円座 、 ク ッ シ ョ ン 、 パ ッ ト ） の選定 

使用方法を間違えると褥瘡を悪化させるこ とがあるので注意が必要 

 

 その他の対応と し ては 、 褥瘡を発生させないために 、  

＊ 長時間の体圧集中を避ける意味で 、 頻回の体位交換 

＊ 栄養の改善 

などが行われます 。  

また 、 褥瘡が発生した ら改善のためには 、 上記に加えて医療処置が必要です 。 治療は褥

瘡の状態 （ ステージ ） によっ て違っ てき ますし 、 治療方法もい く つかあ り ますので医療

機関の治療方針を確認し まし ょ う 。  

  

まとめ 

 褥瘡の発生は Ａ Ｄ Ｌ の低下に伴い危険性 （ リ スク ） が増し ますが 、 発生後はさ らに Ａ

Ｄ Ｌ の低下を招き ますので 、 最大限の努力によっ て避けたいものです 。  

 褥瘡は予防が大切で 、 リ スクの増大によっ て対応した り観察を強めた り し ます 。  

 予防 ・ 治療には様々な方法があ り ますので 、 科学的根拠に基づいて適切な方法を検討

し ます 。  

 シ ョ ー ト ステイ などの介護の環境が変わると きには 、 予防も含めて特に連携が求めら

れます 。  

 近年 、 褥瘡予防具の進化や治療法の発展によっ て 、 在宅での褥瘡は大幅に改善されて

き ましたが 、 在宅の重度化も予想されるのでさ らに対応し ていき ます 。  


